
大
衆
の
政
治
意
識
に
関
す
る
一
考
察
　
㈲

1
特
に
鹿
児
島
県
民
の
政
治
意
識
の
地
域
的
諸
様
相
に
つ
い
て
ー
（
そ
の
3
）

最
勝
寺

隼

人

目

次

（5）（4）（3）（2）（1）

ま
　
え
　
が
　
き

年
令
層
別
地
域
住
民
の
政
党
支
持
と
政
治
意
識
の
諸
様
相

　
　
　
年
令
層
別
地
域
住
民
の
支
持
政
党
別
政
治
意
識

　
　
　
支
持
政
党
別
地
域
住
民
の
年
令
層
別
政
治
意
識
（
以
上
前
号
）

　
　
　
年
令
層
別
・
性
別
地
域
住
民
の
支
持
政
党
別
政
治
意
識
（
以
上
本
号
）

　
　
　
性
別
・
支
持
政
党
別
地
域
住
民
の
年
令
層
別
政
治
意
識

　
　
　
年
令
層
別
地
域
住
民
の
性
別
政
治
意
識

　
③
　
支
持
政
党
別
地
域
住
民
の
職
業
別
政
治
意
識

　
ー
　
職
業
別
地
域
住
民
の
支
持
政
党
別
政
治
意
識

　
　
　
　
三
　
職
業
別
地
域
住
民
の
政
党
支
持
と
政
治
意
識
の
諸
様
相
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五　　　　　　　　　　　四
　　　（5）（4）（3〉（2〉（1）　（5）（4）（3）

　
職
業
別
・
性
別
地
域
住
民
の
支
持
政
党
別
政
治
意
識

　
性
別
・
支
持
政
党
別
地
域
住
民
の
支
持
政
党
別
政
治
意
識

　
職
業
別
地
域
住
民
の
性
別
政
治
意
識

学
歴
別
地
域
住
民
の
政
党
支
持
と
政
治
意
識
の
諸
様
相

　
学
歴
別
地
域
住
民
の
支
持
政
党
別
政
治
意
識

　
支
持
政
党
別
地
域
住
民
の
学
歴
別
政
治
意
識

　
学
歴
別
・
性
別
地
域
住
民
の
支
持
政
党
別
政
治
意
識

　
性
別
・
支
持
政
党
別
地
域
住
民
の
学
歴
別
政
治
意
識

　
学
歴
別
地
域
住
民
の
性
別
政
治
意
識

む
　
す
　
び
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二
　
年
令
層
別
地
域
住
民
の
政
党
支
持
と
政
治
意
識
の
諸
様
相
（
承
　
前
）

（3）

年
令
層
別
・
性
別
地
域
住
民
の
支
持
政
党
別
政
治
意
識

　
第
三
に
、
各
地
域
の
年
令
層
別
・
性
別
の
住
民
が
、
そ
の
支
持
す
る
政
党
を
異
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
す
政
治
意
識
の
諸
様
相
を
、
当
該

地
域
の
年
令
層
別
・
性
別
調
査
対
象
者
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
投
票
行
動
の
分
析
〔
後
掲
（
資
料
そ
の
4
）
お
よ
び
（
資
料
そ
の
5
）
参
照
〕
に

基
づ
い
て
、
地
域
別
且
つ
支
持
政
党
別
に
検
討
す
る
と
、
概
括
的
に
、
両
性
を
通
じ
て
、
革
新
政
党
支
持
者
の
政
治
意
識
が
、
保
守
政
党
支
持

者
の
そ
れ
よ
り
も
相
当
程
度
に
高
い
の
み
で
な
く
明
確
で
あ
る
と
推
論
で
き
る
が
、
か
か
る
推
論
の
誤
り
で
な
い
こ
と
は
、
次
に
試
み
る
各
地

域
の
性
別
住
民
の
投
票
行
動
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
分
析
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
A
　
男
性
の
年
令
層
別
・
支
持
政
党
別
政
治
意
識

（
　
先
ず
、
政
治
意
識
の
最
も
明
確
な
「
政
策
型
」
投
票
行
動
を
と
る
男
性
に
つ
い
て
み
る
と
、
革
新
政
党
支
持
者
は
、
僅
か
に
、
大
隅
町
の
二
〇
才
台
（
保

守
政
党
支
持
者
ー
二
五
・
○
％
、
革
新
政
党
支
持
者
ー
二
〇
・
○
％
）
西
桜
島
村
の
五
〇
才
以
上
台
（
保
守
政
党
支
持
者
ー
一
一
・
一
％
、
革
新
政
党
支

持
者
ー
0
％
）
お
よ
び
南
種
子
町
の
三
〇
才
台
（
保
守
政
党
支
持
者
ー
二
八
・
六
％
、
革
新
政
党
支
持
者
ー
二
五
・
○
％
）
の
場
合
を
除
い
て
、
い
ず
れ

の
地
域
に
お
い
て
も
、
ま
た
各
年
令
層
を
通
じ
て
、
保
守
政
党
支
持
者
に
対
し
て
相
当
に
高
い
比
率
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
こ
れ
を
更
に
地
域
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

且
つ
具
体
的
に
み
る
と
、
イ
阿
久
根
市
の
場
合
、
革
新
政
党
支
持
者
に
し
て
「
政
策
型
」
投
票
行
動
を
と
る
者
は
、
保
守
政
党
支
持
者
の
場
合
に
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

し
て
、
二
〇
才
台
で
三
倍
弱
（
百
分
比
は
七
四
・
四
対
五
・
六
ー
以
下
括
弧
内
数
字
は
百
分
比
を
示
す
ー
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
六
倍
弱
（
八
六
・
六

対
一
六
・
七
）
と
い
う
よ
う
に
、
若
年
層
と
高
年
層
に
お
い
て
は
著
し
い
相
異
が
み
ら
れ
る
が
、
中
年
層
に
お
い
て
は
殆
ん
ど
両
者
の
意
識
差
を
見
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
（
三
〇
才
台
ー
五
八
・
二
対
四
一
・
八
、
四
〇
才
台
ー
五
〇
・
○
対
五
〇
・
O
V
。
こ
の
こ
と
は
、
当
市
保
守
政
党
支
持
の
中
年
層
男
性

の
政
治
意
識
が
、
同
じ
保
守
政
党
支
持
の
他
の
年
令
層
男
性
の
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
明
確
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
三
〇
才
台
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お
よ
び
四
〇
才
台
の
保
守
政
党
支
持
者
の
「
政
策
型
」
投
票
行
動
に
占
め
る
割
合
を
、
二
〇
才
台
お
よ
び
五
〇
才
以
上
台
の
そ
れ
と
比
較
検
討

す
れ
ば
、
自
か
ら
明
ら
か
と
な
る
筈
で
あ
る
（
三
〇
才
台
ー
二
六
・
五
％
、
四
〇
才
台
ー
三
三
・
三
％
に
対
し
て
二
〇
才
台
ー
二
二
・
四
％
、

五
〇
才
以
上
台
ー
一
〇
・
三
％
）
。
　
ロ
　
横
川
町
の
場
合
、
革
新
政
党
支
持
者
に
し
て
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
、
保
守
政
党
支
持
者
の

場
合
に
対
し
て
、
二
〇
才
台
で
は
五
倍
（
八
三
・
三
対
一
六
・
七
）
、
四
〇
才
台
で
は
二
・
五
倍
（
七
一
・
四
対
二
八
・
六
）
と
い
う
比
率
を

示
し
て
い
る
が
、
三
〇
才
台
お
よ
び
五
〇
才
以
上
台
に
お
い
て
は
、
保
守
政
党
支
持
者
に
し
て
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
皆
無
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
ら
の
年
令
層
に
お
け
る
保
守
・
革
新
間
の
政
治
意
識
の
較
差
に
つ
い
て
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
、
要
す
る
に
、
当
町
の
男

性
に
あ
っ
て
は
、
年
令
層
の
い
か
ん
を
問
は
ず
、
革
新
政
党
支
持
者
の
政
治
意
識
は
極
め
て
高
い
（
三
〇
才
台
を
除
い
た
各
年
令
層
の
革
新
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

党
支
持
者
全
員
が
「
政
策
型
」
）
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ハ
　
大
隅
町
の
場
合
、
革
新
政
党
支
持
者
に
し
て
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

は
、
保
守
政
党
支
持
者
の
場
合
に
比
較
し
て
、
二
〇
才
台
で
僅
か
に
下
回
る
（
革
新
ー
二
〇
・
O
％
、
保
守
－
二
五
・
○
％
）
以
外
は
、
三
〇

才
台
で
四
倍
弱
（
七
九
二
対
二
〇
二
）
、
四
〇
才
台
で
二
倍
弱
（
六
〇
二
対
三
九
・
九
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
二
倍
強
（
七
〇
二
対

二
九
・
九
）
と
い
う
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
高
率
を
示
し
て
い
る
が
、
両
者
の
政
治
意
識
の
差
等
は
、
特
に
三
〇
才
台
に
お
い
て
著
し
い
と
い
え

　
　
　
　

よ
う
。
二
　
西
桜
島
村
の
場
合
、
二
〇
才
台
お
よ
び
五
〇
才
以
上
台
に
は
保
守
政
党
支
持
者
に
し
て
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
が
な
く
、

　
　
　
（

ま
た
四
〇
才
台
に
は
革
新
政
党
支
持
者
が
い
な
い
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
年
令
層
に
お
け
る
保
守
・
革
新
間
の
政
治
意
識
を
比
較
検
討
す
る
こ
と

は
無
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
両
政
党
の
支
持
者
共
に
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
っ
て
い
る
三
〇
才
台
に
つ
い
て
み
る
と
、
両
者
の
政
治
意

識
の
較
差
は
必
ず
し
も
小
さ
く
は
な
い
（
革
新
五
九
・
八
、
保
守
四
〇
・
二
）
。
な
お
、
右
の
検
討
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
こ
と
は
、
当
村
住
民
の

政
治
意
識
は
、
男
性
に
お
い
て
す
ら
、
支
持
政
党
の
い
か
ん
を
問
は
ず
、
ま
た
各
年
令
層
を
通
じ
て
極
め
て
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
る
傾
向
は
、
保
守
政
党
支
持
者
に
お
い
て
特
に
顕
著
で
あ
る
。
ホ
　
南
種
子
町
の
場
合
、
革
新
政
党
支
持
者
に
し
て
こ
の
型
の
投
票
行
動
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

と
る
者
は
、
保
守
政
党
支
持
者
の
場
合
に
対
し
て
、
二
〇
才
台
で
は
三
倍
強
（
七
六
・
二
対
二
三
・
八
）
と
い
う
比
率
を
示
し
、
三
〇
才
台
に

お
い
て
は
、
む
し
ろ
逆
に
保
守
政
党
支
持
者
が
梢
々
高
率
を
占
め
て
い
る
（
五
三
・
四
対
四
六
・
六
）
が
、
四
〇
才
台
に
は
保
守
政
党
支
持
者
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に
し
て
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
が
い
な
い
の
み
で
な
く
、
革
新
政
党
支
持
者
の
場
合
で
も
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
「
人
物
型
」
が
六
割

以
上
も
見
出
さ
れ
、
更
に
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
保
守
・
革
新
い
ず
れ
の
政
党
支
持
者
も
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
っ
て
い
な
い
（
「
人
物
型
」

ま
た
は
「
人
物
＋
地
元
型
」
を
と
る
者
が
大
部
分
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
ー
保
守
の
場
合
「
人
物
型
」
二
三
二
％
、
「
人
物
＋
地

元
型
」
四
六
・
一
％
、
革
新
の
場
合
「
人
物
型
」
　
一
〇
〇
・
○
％
1
）
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
当
町
の
男
性
は
、
保
守
・
革
新
い
ず
れ
の
政
党

支
持
者
を
問
は
ず
、
特
に
中
年
層
以
上
に
お
い
て
政
治
意
識
が
不
明
確
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

　
右
に
分
析
し
た
各
地
域
の
男
性
住
民
の
政
治
意
識
を
、
政
党
の
政
策
と
関
連
し
て
特
定
候
補
者
を
支
持
す
る
と
い
う
比
較
的
に
高
度
な
投
票

行
動
型
た
る
「
政
策
＋
人
物
型
」
を
併
せ
考
慮
に
入
れ
て
検
討
す
る
と
、
イ
　
阿
久
根
市
の
場
合
、
二
〇
才
台
で
は
、
革
新
政
党
支
持
者
は
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

一
・
一
％
（
「
政
策
型
」
三
八
・
九
％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」
二
二
・
二
％
）
と
い
う
高
率
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
保
守
政
党
支
持
者
は

僅
か
に
一
六
・
七
％
（
「
政
策
型
」
二
二
・
四
％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」
三
・
三
％
）
が
明
確
な
政
治
意
識
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
三

〇
才
台
お
よ
び
四
〇
才
台
に
お
い
て
は
、
両
政
党
支
持
者
共
に
半
数
以
上
が
政
策
的
に
行
動
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
〔
三
〇
才
台
－
革
新
五

〇
・
O
％
（
「
政
策
型
」
三
七
・
五
％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」
二
丁
五
％
）
、
保
守
五
〇
・
一
％
（
「
政
策
型
」
二
六
・
九
％
、
「
政
策
＋
人
物

型
」
二
三
・
二
％
）
・
四
〇
才
台
－
革
新
六
六
・
六
％
（
「
政
策
型
」
・
「
政
策
＋
人
物
型
」
共
に
三
三
・
三
％
）
、
保
守
五
〇
・
O
％
（
「
政
．

策
型
」
三
三
・
三
％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」
一
六
・
七
％
）
〕
が
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
、
再
び
両
政
党
支
持
者
の
政
治
意
識
の
落
差
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
〔
革
新
ー
六
六
・
七
％
（
「
政
策
型
」
の
み
）
、
保
守
ー
二
二
・
四
％
（
「
政
策
型
」
一
〇
・
三
％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」
一
二
・

　
　
　
　
　
　

一
％
）
〕
。
ロ
　
横
川
町
の
場
合
、
革
新
政
党
支
持
者
は
、
い
ず
れ
の
年
令
層
を
問
は
ず
、
全
員
が
「
政
策
型
」
ま
た
は
「
政
策
＋
人
物
型
」

　
　
　
　
　
（

の
投
票
行
動
を
と
り
（
二
〇
才
台
・
四
〇
才
台
お
よ
び
五
〇
才
以
上
台
ー
「
政
策
型
」
の
み
、
三
〇
才
台
ー
「
政
策
型
」
・
「
政
策
＋
人
物
型
」

共
に
五
〇
・
○
％
〉
、
保
守
政
党
支
持
者
は
、
二
〇
才
台
で
は
六
〇
・
○
％
（
「
政
策
型
」
二
〇
・
○
％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」
四
〇
・
○
％
）
、

三
〇
才
台
で
は
六
六
・
七
％
（
「
政
策
＋
人
物
型
」
の
み
）
、
四
〇
才
台
で
は
四
〇
・
○
％
（
「
政
策
型
」
の
み
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
三

六
・
三
％
（
「
政
策
＋
人
物
型
」
の
み
）
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
町
男
性
住
民
の
政
治
意
識
が
、
他
地
域
同
性
住
民
の
そ
れ
に
比
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べ
て
相
当
に
高
く
明
確
で
あ
る
こ
ど
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
彼
等
の
場
合
で
も
、
革
新
政
党
支
持
者
の
政
治
意
識
が
、
い
ず
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

の
年
令
層
に
お
い
て
も
、
保
守
政
党
支
持
者
の
そ
れ
に
対
し
て
は
る
か
に
優
れ
て
い
る
こ
と
と
、
後
者
の
政
治
意
識
は
、
二
〇
～
三
〇
才
台
の
　
5
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若
年
層
に
お
い
て
比
較
的
に
明
確
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
得
る
。
ハ
　
大
隅
町
の
場
合
、
革
新
政
党
支
持
者
は
、
二
〇
才
台
で
は
六
〇
・
○
％
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

（
「
政
策
型
」
二
〇
・
O
％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」
四
〇
・
○
％
）
、
三
〇
才
台
で
は
全
員
（
「
政
策
型
」
六
六
・
七
％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」
三
三

・
三
％
）
が
こ
の
種
の
投
票
行
動
を
と
る
が
、
四
〇
才
台
で
は
二
〇
・
○
％
（
「
政
策
型
」
の
み
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
二
五
・
○
％
（
「
政
策

型
」
の
み
）
と
い
う
よ
う
に
、
年
令
層
的
較
差
が
著
し
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
保
守
政
党
支
持
者
は
、
二
〇
才
台
で
は
四
一
・
七
％
（
「
政
策
型
」

二
五
・
○
％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」
一
六
・
七
％
）
、
三
〇
才
台
で
は
二
〇
・
O
％
（
「
政
策
型
」
二
二
・
三
％
、
「
政
策
＋
入
物
型
」
六
・
七
％
）
、

五
〇
才
以
上
台
で
は
三
一
・
五
％
（
「
政
策
型
」
一
〇
・
五
％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」
一
二
・
○
％
）
と
い
う
よ
う
に
、
四
〇
才
台
を
例
外
と
し
て
、

各
年
令
層
共
に
三
～
四
割
程
度
の
者
が
比
較
的
に
明
瞭
な
政
治
意
識
を
も
っ
て
行
動
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
革
新
政
党
支
持

者
の
場
合
と
対
比
す
れ
ば
、
二
〇
才
台
お
よ
び
三
〇
才
台
に
お
い
て
は
は
る
か
に
低
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
四
〇
才
台
お
よ
び
五
〇
才

以
上
台
に
お
い
て
は
む
し
ろ
前
者
の
政
治
意
識
が
高
い
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
高
年
層
の
革
新
政
党
支
持
者
の
政
策
的
投
票
行
動
は
、
た

と
え
比
率
は
低
く
て
も
、
す
べ
て
政
策
支
持
に
徹
し
た
「
政
策
型
」
で
あ
る
か
ら
、
彼
等
の
政
治
意
識
が
よ
り
明
確
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
四
〇
才
台
お
よ
び
五
〇
才
以
上
台
の
保
守
政
党
支
持
者
の
中
に
「
D
・
K
型
」
投
票
行
動
を
と
る
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
三
・

三
％
と
二
一
・
○
％
見
出
さ
れ
る
こ
と
も
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
年
令
層
の
革
新
政
党
支
持
者

の
四
割
乃
至
七
・
五
割
が
「
人
物
型
」
投
票
行
動
を
と
っ
て
い
る
こ
と
（
四
〇
才
台
ー
四
〇
・
○
％
、
五
〇
才
以
上
台
ー
七
五
・
○
％
）
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彼
等
の
政
治
意
識
の
閉
鎖
性
を
証
明
す
る
資
料
と
し
て
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
二
　
西
桜
島
村
の
場
合
、
革
新
政
党
支
持
者
は
、
二
〇
才
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

で
は
七
五
・
○
％
（
「
政
策
型
」
五
〇
・
○
％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」
二
五
・
O
％
）
、
三
〇
才
台
で
は
五
〇
・
○
％
（
「
政
策
型
」
の
み
）
、
五
〇

才
以
上
台
で
も
五
〇
・
○
％
（
「
政
策
＋
人
物
型
」
の
み
）
を
示
し
て
い
る
が
、
四
〇
才
台
に
は
革
新
政
党
支
持
者
を
見
出
し
得
な
い
．
こ
れ
に

対
し
て
、
保
守
政
党
支
持
者
は
、
二
〇
才
台
に
は
該
当
者
が
い
な
い
（
す
べ
て
非
政
策
型
ま
た
は
D
・
K
型
）
が
、
三
〇
才
台
で
は
七
｝
・
四



％
（
「
政
策
型
」
二
八
・
六
％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」
四
二
・
八
％
）
と
い
う
驚
異
的
高
率
を
示
し
て
い
る
．
し
か
し
、
四
〇
才
台
お
よ
び
五

〇
才
以
上
台
で
は
、
こ
れ
と
は
対
照
的
に
著
し
い
低
率
と
な
っ
て
い
る
〔
四
〇
才
台
ー
一
二
・
五
％
（
「
政
策
＋
人
物
型
」
の
み
、
五
〇
才
以

上
台
－
二
二
・
二
％
（
「
政
策
型
」
・
「
政
策
＋
人
物
型
」
共
に
二
・
一
％
）
〕
、
そ
こ
で
、
同
一
年
令
層
の
両
政
党
支
持
者
の
政
治
意
識

を
比
較
検
討
す
る
と
、
二
〇
才
台
に
お
い
て
は
、
革
新
政
党
支
持
者
の
政
治
意
識
は
圧
倒
的
に
明
確
で
あ
る
が
、
保
守
政
党
支
持
者
に
政
策
的

投
票
行
動
を
と
る
者
を
見
出
し
得
な
い
こ
と
、
即
ち
若
年
層
の
政
治
意
識
の
低
迷
は
、
代
議
制
民
主
政
の
将
来
に
暗
影
を
投
ず
る
も
の
と
し
て

極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
三
〇
才
台
に
お
い
て
は
、
革
新
政
党
支
持
者
の
中
に
「
D
・
K
型
」
投
票
行
動
を
と
る
者
が
五
〇
・

○
％
も
い
る
（
保
守
ー
一
四
・
三
％
）
こ
と
を
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
保
守
政
党
支
持
者
の
政
治
意
識
が
高
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、

四
〇
才
台
に
は
革
新
政
党
支
持
者
が
い
な
い
た
め
に
、
両
者
の
比
較
検
討
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
五
〇
才
以
上
台
に
お
い
て
は
、
革
新
政
党
支

持
者
の
政
治
意
識
が
相
当
に
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
保
守
・
革
新
い
ず
れ
の
政
党
支
持
者
に
お
い
て
も
「
D
・
K
型

を
と
る
者
が
三
～
五
割
い
る
と
い
う
事
実
（
保
守
1
三
三
・
四
％
、
革
新
－
五
〇
・
○
％
）
は
、
当
村
の
高
年
層
男
性
の
政
治
意
識
が
決
し
て

明
確
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
㈱
　
南
種
子
町
の
場
合
、
革
新
政
党
支
持
者
は
、
二
〇
才
台
で
は
六
〇
・
O
％
（
「

政
策
型
」
四
〇
・
○
％
、
　
「
政
策
＋
人
物
型
」
二
〇
・
○
％
）
、
三
〇
才
台
で
は
五
〇
・
O
％
（
「
政
策
型
」
・
「
政
策
＋
人
物
型
」
共
に
二

五
・
○
％
）
、
四
〇
才
台
で
は
三
三
・
三
％
（
「
政
策
型
」
の
み
）
と
い
う
よ
う
に
、
年
令
層
が
高
く
な
る
に
伴
っ
て
次
第
に
低
率
と
な
っ
て

い
る
が
、
五
〇
才
以
上
台
に
お
い
て
は
、
こ
の
種
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
皆
無
で
、
全
員
が
「
人
物
型
」
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

当
町
の
革
新
政
党
支
持
の
男
性
の
政
治
意
識
は
若
年
層
程
明
確
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
保
守
政
党
支
持
者

は
、
二
〇
才
台
で
は
一
二
・
五
％
（
，
政
策
型
」
の
み
）
、
三
〇
才
台
で
は
五
七
・
二
％
（
「
政
策
型
」
・
「
政
策
＋
人
物
型
」
共
に
二
八
・
六

％
）
、
四
〇
才
で
は
二
八
・
六
％
（
「
政
策
＋
人
物
型
」
の
み
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
一
五
・
四
％
（
「
政
策
＋
人
物
型
」
の
み
）
と
い
う

不
均
衡
な
比
率
を
示
し
、
三
〇
才
台
の
男
性
が
、
政
治
意
識
に
お
い
て
最
も
明
確
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
彼
等
の
政
治
意

識
は
、
同
一
年
令
層
の
革
新
政
党
支
持
者
の
そ
れ
よ
り
も
高
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
後
者
の
中
に
は
「
地
元
型
」
投
票
行
動
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を
と
る
者
が
二
五
・
○
％
も
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
、
右
以
外
の
年
令
層
に
つ
い
て
、
両
政
党
支
持
者
の
政
治
意
識
を
対
比
す
る

と
、
二
〇
才
台
で
は
革
新
政
党
支
持
者
の
そ
れ
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
四
〇
才
台
お
よ
び
五
〇
才
以
上
台
に
お
い
て
は
、
両
者
間

の
政
治
意
識
に
は
格
別
の
差
等
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
保
守
政
党
支
持
者
に
し
て
「
人
物
＋
地
元
型
」
の
投
票
行
動
を

と
る
者
が
、
四
〇
才
台
で
七
一
・
四
％
、
五
〇
才
以
上
台
で
四
六
・
一
％
も
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
、
な
ら
び
に
革
新
政
党
支
持
者
に
し
て

「
人
物
型
」
投
票
行
動
を
と
る
者
が
、
四
〇
才
台
で
六
六
・
七
％
も
見
出
さ
れ
、
五
〇
才
以
上
台
に
至
っ
て
は
全
貝
が
こ
の
型
に
該
当
す
る
と

い
う
事
実
が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
、
右
の
二
つ
の
投
票
行
動
型
と
は
異
な
り
、
政
党
の
政
策
と
は
無
関
係
に
特
定
候
補
者
と
地
元
と
の
関
係
に
投
票
の
動
機
を
求
め
る
型

1
か
か
る
投
票
行
動
型
を
と
る
者
が
多
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
政
治
意
識
の
曖
昧
さ
や
低
劣
さ
を
反
映
す
る
こ
と
に
な
る
ー
即
ち
「
地
元
型
」
お
よ

び
「
入
物
＋
地
元
型
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
革
新
政
党
支
持
者
に
し
て
こ
の
種
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
、
南
種
子
町
の
二
〇
才
台
（
「

地
元
型
」
二
〇
・
O
％
）
お
よ
び
三
〇
才
台
（
「
地
元
型
」
二
五
・
○
％
）
に
例
外
的
に
見
出
し
得
る
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
保
守
政
党

支
持
者
に
お
い
て
は
、
西
桜
島
村
お
よ
び
南
種
子
町
の
各
三
〇
才
台
に
該
当
者
が
な
い
の
み
で
、
右
以
外
は
、
い
ず
れ
の
地
域
を
問
は
ず
、
ま

た
各
年
令
層
を
通
じ
て
、
こ
の
種
の
投
票
行
動
を
と
っ
て
い
る
〔
最
高
率
－
南
種
子
町
四
〇
才
台
の
七
一
・
四
％
（
「
人
物
＋
地
元
型
」
）
、

最
低
率
－
大
隅
町
二
〇
才
台
の
八
・
三
％
（
「
地
元
型
」
）
〕
。
こ
の
こ
と
は
、
前
号
で
も
触
れ
た
よ
う
に
（
一
コ
頁
）
、
保
守
政
党
支
持

者
の
中
に
は
、
た
と
え
男
性
と
い
え
ど
も
、
政
党
政
治
お
よ
び
そ
の
運
用
者
の
選
定
の
た
め
の
選
挙
に
つ
い
て
の
認
識
を
欠
く
者
が
相
当
数
存

在
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
、
代
議
制
政
党
政
治
発
展
の
障
碍
を
な
す
厄
介
な
非
政
治
的
要
素
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
更
に
地
域
別
且
つ
具
体
的
に
検
討
す
る
！
た
だ
し
、
革
新
政
党
支
持
者
に
し
て
こ
の
種
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
、
既
に
政
治
意
識

の
特
に
低
い
こ
と
の
立
証
さ
れ
た
特
定
の
地
域
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
保
守
政
党
支
持
者
に
つ
い
て
の
み
検
討
す
る
ー
と
、
ω

阿
久
根
市
の
場
合
、
二
〇
才
台
で
は
三
六
・
七
％
（
「
地
元
型
」
一
六
・
七
％
、
　
「
人
物
＋
地
元
型
」
二
〇
・
O
％
）
、
三
〇
才
台
で
は
二
三
・

○
％
（
「
地
元
型
」
一
五
・
四
％
、
　
「
人
物
＋
地
元
型
」
七
・
六
％
）
、
四
〇
才
台
で
は
二
九
・
一
％
（
「
地
元
型
」
二
〇
・
八
％
、
　
「
人
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物
＋
地
元
型
」
八
・
三
％
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
三
九
・
七
％
（
「
地
元
型
」
二
七
・
六
％
、
　
「
人
物
＋
地
元
型
」
一
二
二
％
）
と
い
う
比

率
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
当
市
の
保
守
政
党
支
持
の
男
性
の
二
割
乃
至
四
割
が
、
特
定
候
補
者
支
持
の
根
拠
を
地
元
利
益
そ
の
他

の
地
元
意
識
に
お
く
近
視
眼
的
な
立
場
に
お
い
て
行
動
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
が
、
か
か
る
傾
向
は
、
当
市
の
み
な
ら
ず
、
程
度
の
差
こ
そ
あ

れ
、
本
県
全
地
域
の
男
性
に
見
出
し
得
る
こ
と
を
、
次
の
各
地
域
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
事
実
に
よ
っ
て
推
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

即
ち
、
㈲
横
川
町
の
場
合
、
二
〇
才
台
で
は
二
〇
・
○
％
（
「
地
元
型
」
の
み
）
、
三
〇
才
台
で
は
三
三
・
三
％
（
「
地
元
型
」
の
み
）
、

四
〇
才
台
で
は
二
〇
・
○
％
（
「
地
元
型
」
の
み
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
九
・
一
％
（
「
地
元
型
」
の
み
）
を
示
し
、
の
　
大
隅
町
の
場
合
、

二
〇
才
台
で
は
八
二
二
％
（
「
地
元
型
」
の
み
1
最
低
率
）
、
三
〇
才
台
で
は
二
三
・
七
％
（
「
地
元
型
」
六
・
一
％
、
　
「
人
物
＋
地
元
型
」

一
七
・
六
％
）
、
四
〇
才
台
で
は
一
三
・
四
％
（
「
地
元
型
」
・
「
人
物
＋
地
元
型
」
共
に
六
・
七
％
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
二
六
・
五
％

（
「
地
元
型
ヒ
ニ
・
○
％
、
　
「
人
物
＋
地
元
型
」
五
・
五
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
口
　
西
桜
島
村
の
場
合
、
二
〇
才
台
で
は
三
七
・
五
％

（
「
地
元
型
」
二
五
・
○
％
、
　
「
人
物
＋
地
元
型
」
一
二
・
五
％
）
、
四
〇
才
台
で
縁
三
七
．
五
％
（
「
地
元
型
」
一
二
．
五
％
、
　
「
人
物
＋

地
元
型
」
二
五
・
○
％
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
二
・
一
％
（
「
人
物
＋
地
元
型
」
の
み
）
を
占
め
、
㈱
　
南
種
子
町
の
場
合
、
二
〇
才
台

で
は
二
五
・
○
％
（
「
地
元
型
」
　
・
「
人
物
＋
地
元
型
」
共
に
一
二
・
五
％
）
に
す
ぎ
な
い
が
、
四
〇
才
台
で
は
七
一
・
四
％
（
「
人
物
＋
地

元
型
」
の
み
i
最
高
率
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
四
六
二
％
（
「
人
物
＋
地
元
型
」
の
み
）
と
い
う
驚
く
べ
き
高
率
を
示
し
て
い
る
。

　
更
に
、
政
治
意
識
の
最
も
低
劣
な
者
の
と
る
投
票
行
動
型
と
考
え
ら
れ
る
「
D
・
K
型
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
革
新
政
党
支
持
の
男
性
に
し

て
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
、
西
桜
島
村
（
四
〇
才
台
－
革
新
政
党
支
持
者
な
し
ー
を
除
く
各
年
令
層
）
に
お
い
て
見
出
し
得
る
の
み
で

あ
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
（
前
号
一
一
二
頁
）
の
で
、
こ
こ
に
は
繰
返
さ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
保
守
政
党
支
持
の

男
性
で
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
、
横
川
町
の
二
〇
才
台
、
三
〇
才
台
お
よ
び
四
〇
才
台
、
大
隅
町
の
二
〇
才
台
な
ら
ぴ
に
南
種
子
町

の
三
〇
才
台
お
よ
び
四
〇
才
台
を
除
き
、
各
地
域
・
各
年
令
層
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
を
地
域
別
且
つ
具
体
的
に
検
討
す
る
と
、
↑
の
　
阿
久
根
市
の
場
合
、
年
令
層
が
高
く
な
る
に
伴
っ
て
、
政
治
意
識
が
曖
昧
に
な
る
こ
と
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を
示
し
て
い
る
、
即
ち
、
二
〇
才
台
で
は
三
・
三
％
（
O
I
以
下
括
弧
内
数
字
は
革
新
政
党
支
持
者
の
％
を
示
す
）
、
三
〇
才
台
で
は
三
・
八

％
（
0
）
に
す
ぎ
な
い
が
、
四
〇
才
台
で
は
一
六
・
七
％
（
0
ス
五
〇
才
以
上
台
で
は
一
五
・
五
％
（
0
）
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
＠

　
横
川
町
の
場
合
、
二
〇
才
台
～
四
〇
才
台
に
お
い
て
は
、
保
守
・
革
新
い
ず
れ
の
政
党
支
持
者
も
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
な
く
、

た
だ
五
〇
才
以
上
台
の
保
守
政
党
支
持
者
が
九
・
一
％
（
0
）
を
占
め
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
当
町
男
性
住
民
の
政
治
意
識
が
総

体
的
に
明
確
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
の
　
大
隅
町
の
場
合
、
二
〇
才
台
に
お
い
て
は
、
保
守
政
党
支
持
者
に

し
て
こ
れ
に
該
当
す
る
者
は
な
く
、
む
し
ろ
革
新
政
党
支
持
者
の
二
〇
・
O
％
が
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
と
い
う
異
常
な
事
実
を
示
し
て

い
る
が
、
三
〇
才
台
で
は
一
七
・
六
％
（
0
）
、
四
〇
才
台
で
は
二
二
・
三
％
（
0
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
二
一
・
O
％
（
0
）
と
い
う
よ

う
に
、
保
守
政
党
支
持
者
の
政
治
意
識
は
、
二
〇
才
台
を
む
し
ろ
例
外
と
し
て
、
革
新
政
党
支
持
者
の
そ
れ
よ
り
も
、
年
令
層
を
問
は
ず
曖
昧

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ω
　
西
桜
島
村
の
場
合
、
当
村
住
民
、
と
く
に
男
性
の
政
治
意
識
が
特
殊
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
は
既
に

述
べ
た
が
、
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
右
の
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
二
〇
才
台
で
は
ニ
マ

五
％
（
二
五
・
○
％
）
、
三
〇
才
台
で
は
一
四
・
三
％
（
五
〇
・
○
％
）
、
四
〇
才
台
で
は
二
五
・
○
％
（
0
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
三
三

・
四
％
（
五
〇
・
○
％
）
と
い
う
よ
う
に
、
保
守
政
党
支
持
者
よ
り
も
、
革
新
政
党
支
持
者
（
四
〇
才
台
を
除
く
）
に
お
い
て
「
D
・
K
型
」

の
投
票
行
動
を
と
る
者
が
異
常
に
多
い
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
現
象
は
他
の
地
域
に
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
当
村
住
民
の
政
治
意
識
が
い

か
に
混
迷
し
て
い
る
か
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
㈱
　
南
種
子
町
の
場
合
、
二
〇
才
台
で
は
二
五
・
O
％
（
0
）
、
五
〇

才
以
上
台
で
は
一
五
・
四
％
（
0
）
を
占
め
て
い
る
が
、
三
〇
才
台
お
よ
び
四
〇
才
台
で
は
、
保
守
・
革
新
い
ず
れ
の
政
党
支
持
者
に
も
こ
れ

に
該
当
す
る
者
を
見
出
せ
な
い
。

　
有
の
諸
検
討
に
よ
っ
て
、
保
守
政
党
支
持
の
男
性
の
政
治
意
識
は
、
革
新
政
党
支
持
の
男
性
の
そ
れ
に
比
較
す
れ
ば
、
全
般
的
に
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
同
一
の
年
令
層
に
お
い
て
も
、
特
殊
な
若
干
の
例
外
的
な
場
合
を
除
い
て
、
低
調
且
つ
曖
昧
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
筈
で
あ

る
。
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し
か
し
、
同
時
に
、
候
補
者
個
人
の
政
見
や
人
物
の
み
を
投
票
の
動
機
と
す
る
、
従
っ
て
政
治
意
識
の
不
明
確
さ
を
反
映
す
る
投
票
行
動
型

た
る
べ
き
「
人
物
型
」
を
と
る
者
が
、
革
新
政
党
支
持
の
男
性
に
も
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

革
新
政
党
支
持
の
男
性
の
政
治
意
識
も
亦
必
ず
し
も
明
確
だ
と
断
定
し
得
な
い
も
の
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
、
代
議
制
民
主
政
の
発

展
に
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
か
か
る
「
人
物
型
」
投
票
行
動
の
実
態
を
地
域
別
に
み
る
と
、
↑り
　
阿
久
根
市
の
場
合
、
保
守
・
革
新
両
政
党
支
持
者
の
占
め
る
百
分
比
は
、

二
〇
才
台
で
は
梢
々
保
守
政
党
支
持
者
の
そ
れ
が
高
い
（
三
三
・
四
対
二
七
・
O
）
が
、
三
〇
才
台
で
は
革
新
政
党
支
持
者
が
二
倍
強
（
三
〇

．
六
対
六
九
．
四
）
、
四
〇
才
台
で
は
約
六
倍
（
一
五
・
八
対
八
四
・
二
）
を
占
め
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
一
・
六
倍
（
三
八
・
三
対
六
一

七
）
に
減
じ
て
い
る
。
右
の
分
析
に
よ
っ
て
、
当
市
の
革
新
政
党
支
持
の
男
性
の
政
治
意
識
は
決
し
て
明
快
な
も
の
で
な
い
こ
と
が
判
る
。
＠

　
横
川
町
の
場
合
、
革
新
政
党
支
持
者
に
し
て
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
皆
無
で
、
全
員
か
「
政
策
型
」
ま
た
は
「
政
策
＋
人
物
型
」

を
と
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
当
町
の
革
新
政
党
支
持
の
男
性
の
政
治
意
識
は
極
め
て
明
確
且
つ
高
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

保
守
政
党
支
持
者
に
お
い
て
は
、
三
〇
才
台
を
除
い
て
、
各
年
令
層
に
こ
の
型
を
と
る
者
が
い
る
の
で
、
彼
等
の
政
治
意
識
は
、
革
新
政
党
支

持
者
の
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
曖
昧
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
三
〇
才
台
－
保
守
～
「
政
策
＋
人
物
型
」
六
六
・
七
％
、
革
新
～
「
政
策

型
」
．
「
政
策
＋
人
物
型
」
共
に
五
〇
・
○
％
V
。
の
　
大
隅
町
の
場
合
、
三
〇
才
台
で
は
、
保
守
政
党
支
持
者
の
二
三
・
五
％
が
こ
の
型
の

投
票
行
動
を
と
る
の
に
対
し
て
、
革
新
政
党
支
持
者
に
は
該
当
す
る
者
な
く
、
全
員
が
「
政
策
型
」
か
「
政
策
＋
人
物
型
」
を
と
る
の
で
、
彼

等
の
政
治
意
識
は
比
較
的
に
確
実
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
二
〇
才
台
で
は
、
保
守
・
革
新
の
割
合
は
前
者
が
後
者
の
二
・
五
倍
（
七
一

．
四
対
二
八
．
六
）
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
年
令
層
に
お
い
て
も
、
革
新
政
党
支
持
者
の
政
治
意
識
が
保
守
政
党
支
持
者
の
そ
れ
よ
り
も

優
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
四
〇
才
台
で
は
逆
に
革
新
政
党
支
持
者
が
若
干
高
率
を
占
め
（
五
七
・
一
対
四
二
・
九
）
、
五
〇
才
以
上
台

で
は
三
，
五
倍
（
七
八
．
｝
対
二
一
・
九
）
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
高
年
層
の
革
新
政
党
支
持
者
の
政
治
意
識
は
、
む
し
ろ
近
視
眼
的
で
あ

る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
⑭
　
西
桜
島
村
の
場
合
、
革
新
政
党
支
持
者
に
し
て
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
な
い
の
に
対
し
て
、
保
守
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政
党
支
持
者
に
は
各
年
令
層
共
に
見
出
し
得
る
か
ら
、
前
者
の
後
者
に
対
す
る
優
越
は
認
め
ら
れ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
当
村
の
革
新
政

党
支
持
の
男
性
は
、
そ
の
二
・
五
ー
五
割
が
「
D
・
K
型
」
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
等
の
政
治
意
識
も
決
し
て
明
確
で
あ
る
と
は

い
え
な
い
。
㈱
　
南
種
子
町
の
場
合
、
二
〇
才
台
お
よ
び
三
Q
才
台
に
お
い
て
は
、
保
守
政
党
支
持
者
が
そ
れ
ぞ
れ
若
干
の
高
率
を
占
め
て
い

る
（
二
〇
才
台
－
六
五
・
三
対
三
四
・
七
、
三
〇
才
台
－
六
三
二
対
三
六
・
九
）
が
、
四
〇
才
台
で
は
革
新
政
党
支
持
者
の
み
が
こ
の
型
の

投
票
行
動
を
と
り
（
六
六
・
七
％
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
革
新
政
党
支
持
者
が
保
守
政
党
支
持
者
に
対
し
て
四
倍
強
（
八
一
・
二
対
一
八
・

八
）
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
町
の
革
新
政
党
支
持
の
男
性
の
中
、
特
に
高
年
層
の
政
治
意
識
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の

で
あ
る
（
五
〇
才
以
上
台
で
は
全
員
が
「
人
物
型
」
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
）
。

　
最
後
に
、
支
持
政
党
不
明
の
男
性
の
政
治
意
識
を
検
討
す
る
と
、
先
ず
、
彼
等
の
と
る
「
D
・
K
型
」
投
票
行
動
は
、
い
ず
れ
の
地
域
に
お

い
て
も
、
ま
た
す
べ
て
の
年
令
層
を
通
じ
て
、
保
守
政
党
支
持
者
の
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
こ
の
よ
う
に
、
支
持
政

党
不
明
者
が
存
在
し
、
彼
等
が
存
在
す
る
限
り
、
　
自
己
の
投
票
動
機
や
投
票
の
意
義
を
認
識
し
な
い
、
無
意
識
的
な
投
票
行
動
型
た
る
「
D

・
K
型
」
を
、
最
低
の
場
合
で
も
四
割
（
最
高
の
場
合
は
全
員
）
と
い
う
多
く
の
者
が
と
る
と
い
う
こ
と
は
、
代
議
制
政
党
政
治
を
独
裁
へ
導

く
危
険
を
内
包
す
る
も
の
と
し
て
、
厳
に
警
戒
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
こ
に
、
　
「
D
・
K
型
」
投
票
行
動
を
と
る
各
地
域
の
男
性
住
民
全
体
に
対
し
て
、
支
持
政
党
不
明
の
男
性
の
占
め
る
割
合
（
百
分
比
）
を

地
域
別
に
み
る
と
、
ω
　
阿
久
根
市
の
場
合
、
二
〇
才
台
で
九
三
・
八
（
保
守
ー
六
・
二
、
革
新
1
0
）
、
三
〇
才
台
で
九
二
・
九
（
保
守
ー

七
・
一
、
革
新
ー
0
）
、
四
〇
才
台
で
八
五
・
七
（
保
守
ー
一
四
・
三
、
革
新
1
0
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
七
二
・
一
（
保
守
1
二
七
・
九
、

革
新
ー
0
）
と
い
う
圧
倒
的
な
高
率
に
な
っ
て
い
る
。
＠
　
横
川
町
の
場
合
、
支
持
政
党
不
明
者
は
皆
無
で
あ
る
の
で
、
検
討
の
必
要
は
な
い
。

の
　
大
隅
町
の
場
合
、
支
持
政
党
不
明
者
に
し
て
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
な
く
、
全
員
が
「
政
策
型
」
を
と
っ
て
い
る
　
（
二
〇
才

台
）
が
、
こ
の
事
実
は
納
得
し
難
い
。
ω
　
西
桜
島
村
の
場
合
、
二
〇
才
台
～
四
〇
才
台
に
は
支
持
政
党
不
明
者
は
皆
無
で
、
五
〇
才
以
上
台

に
の
み
こ
れ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
彼
等
の
場
合
は
、
全
貝
が
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
り
五
四
・
五
％
（
保
守
1
一
八
・
二
、
革
新
i
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ラ

ニ
七
・
三
）
を
占
め
て
い
る
。
ホ
｝
南
種
子
町
の
場
合
、
三
〇
才
台
に
お
い
て
の
み
支
持
政
党
不
明
者
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
彼
等
は
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

員
「
地
元
型
」
投
票
行
動
を
と
っ
て
い
る
。

　
更
に
、
支
持
政
党
不
明
者
は
、
「
D
・
K
型
」
以
外
の
投
票
行
動
を
と
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
右
に
述
べ
た
大
隅
町
の
二
〇
才
台
を
例
外
と
し

て
（
「
政
策
型
」
を
と
っ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
政
党
名
を
忘
れ
た
の
で
あ
ろ
う
）
、
そ
の
殆
ん
ど
は
非
政
策
的
な
投
票
行
動
型
た
る
「
人
物
型
」

や
「
地
元
型
」
を
と
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
イ
　
阿
久
根
市
の
二
〇
才
台
で
は
「
人
物
型
」
を
と
る
者
が
五
〇
・
O
％
（
「
D
・
K
型
」
五
〇

・
○
％
）
、
三
〇
才
台
で
は
「
地
元
型
」
を
と
る
者
が
五
〇
・
O
％
（
「
D
・
K
型
」
五
〇
・
○
％
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
六
〇
・
○
％
が
「
地
元

型
」
を
と
り
（
「
D
・
K
型
」
四
〇
・
O
％
）
、
＠
南
種
子
町
の
三
〇
才
台
で
は
全
員
が
「
地
元
型
」
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
支
持
政

党
不
明
者
の
殆
ん
ど
全
員
が
「
D
・
K
型
」
・
「
人
物
型
」
・
「
地
元
型
」
等
の
閉
鎖
的
・
近
視
眼
的
動
機
に
基
づ
く
投
票
行
動
を
と
る
こ
と
は
、

政
党
政
治
の
前
途
を
愈
々
危
く
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
等
に
対
す
る
政
治
的
啓
蒙
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

　
別
　
女
性
の
年
令
層
別
・
支
持
政
党
別
政
治
意
識

　
（
　
男
性
に
つ
い
て
の
検
討
の
方
法
に
倣
っ
て
、
先
ず
「
政
策
型
」
投
票
行
動
を
と
る
女
性
に
つ
い
て
み
る
と
、
革
新
政
党
支
持
者
に
あ
っ
て
は
、

横
川
町
お
よ
び
南
種
子
町
の
二
〇
才
台
（
い
ず
れ
も
全
員
が
「
政
策
＋
人
物
型
」
を
と
る
）
と
南
種
子
町
の
四
〇
才
台
（
「
人
物
型
」
六
六
・
七

％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」
三
三
・
三
％
）
を
除
き
、
い
ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
ま
た
各
年
令
層
を
通
じ
、
保
守
政
党
支
持
者
に
対
し
　
相

当
程
度
に
高
い
比
率
を
占
め
て
い
る
の
み
で
な
く
、
男
性
の
場
合
よ
り
も
政
治
意
識
の
較
差
が
大
き
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

保
守
政
党
支
持
の
女
性
の
政
治
意
識
が
、
同
政
党
支
持
の
男
性
の
そ
れ
よ
り
も
劣
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
れ
を
更
に
地
域
別
且
つ
具
体
的
に
み
る
と
、
イ
　
阿
久
根
市
の
場
合
、
革
新
政
党
支
持
者
に
し
て
「
政
策
型
」
投
票
行
動
を
と
る
者
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

保
守
政
党
支
持
者
の
場
合
に
比
較
し
て
、
二
〇
才
台
で
七
倍
弱
（
八
七
・
一
対
一
二
・
九
）
、
三
〇
才
台
で
三
倍
強
（
七
七
・
三
対
二
二
・
七
）

四
〇
才
台
で
約
二
倍
（
六
三
・
八
対
三
六
・
二
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
四
倍
弱
（
七
九
・
七
対
二
〇
・
三
）
と
い
う
よ
う
に
、
若
年
層
と
高
年

層
に
お
い
て
、
特
に
そ
の
較
差
が
著
し
い
こ
と
が
判
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
時
に
、
当
市
の
保
守
政
党
支
持
の
女
性
の
政
治
意
識
は
、
中
年
層
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に
お
い
て
最
も
高
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
ロ
　
横
川
町
の
場
合
、
二
〇
才
台
の
革
新
政
党
支
持
者
に
し
て
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と

る
者
は
な
く
（
全
員
が
「
政
策
＋
人
物
型
」
を
と
る
）
、
ま
た
三
〇
才
台
に
は
革
新
政
党
支
持
者
が
い
な
い
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
年
令
層
に
お

け
る
政
治
意
識
の
比
較
検
討
は
殆
ん
ど
無
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
〇
才
台
で
は
、
革
新
政
党
支
持
者
が
保
守
政
党
支
持
者
に
対
し
て
三
・

五
倍
（
七
七
・
九
対
二
二
二
）
を
占
め
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
同
様
に
三
・
五
倍
弱
（
七
七
・
七
対
二
二
・
三
）
の
比
率
を
示
し
、
革
新
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ノ

党
支
持
の
女
性
の
政
治
意
識
は
、
中
年
層
や
高
年
層
に
お
い
て
も
相
当
に
明
確
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ハ
　
大
隅
町
の
場
合
、
い
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

れ
の
年
令
層
に
お
い
て
も
、
革
新
政
党
支
持
者
に
し
て
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
が
、
保
守
政
党
支
持
者
の
場
合
を
は
る
か
に
上
回
っ
て

い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
特
に
、
二
〇
才
台
の
保
守
政
党
支
持
者
に
し
て
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
皆
無
で
あ
る
の
で
、
革
新
政

党
支
持
者
と
の
意
識
差
を
論
ず
る
必
要
は
な
い
が
、
三
〇
才
台
で
は
、
革
新
政
党
支
持
者
が
保
守
政
党
支
持
者
に
対
し
て
二
・
五
倍
（
七
一
・

五
対
二
八
・
五
）
、
四
〇
才
台
お
よ
び
五
〇
才
以
上
台
で
は
同
様
に
二
倍
強
（
四
〇
才
台
ー
七
六
・
五
対
二
三
・
五
、
五
〇
才
以
上
台
ー
七
六

・
一
対
二
三
・
九
）
を
占
め
て
い
る
。
口
　
西
桜
島
村
の
場
合
、
革
新
政
党
支
持
者
は
三
〇
才
台
に
の
み
見
出
し
得
る
が
、
彼
女
等
は
全
員
こ

の
型
の
投
票
行
動
を
と
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
同
年
令
層
の
保
守
政
党
支
持
者
に
し
て
こ
の
型
の
行
動
を
と
る
者
は
皆
無
で
あ
る
（
「
政
策
＋

人
物
型
」
○
・
○
％
、
「
人
物
型
」
五
〇
・
○
％
、
「
人
物
＋
地
元
型
」
三
〇
・
○
％
、
「
D
・
K
型
」
一
〇
・
○
％
）
。
ホ
　
南
種
子
町
の
場
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
才
台
お
よ
び
四
〇
才
台
の
革
新
政
党
支
持
者
に
は
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い

（
二
〇
才
台
i
「
政
策
＋
人
物
型
」
一
〇
〇
％
、
四
〇
才
台
ー
「
人
物
型
」
六
六
・
七
％
、
　
「
政
策
＋
人
物
型
」
三
三
・
三
％
）
の
で
、
彼

女
等
の
政
治
意
識
は
必
ず
し
も
明
確
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
が
、
三
〇
才
台
で
は
、
保
守
政
党
支
持
者
に
対
し
て
四
倍
弱
（
七
八
・
六
対
二
一

・
四
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
同
様
に
二
・
五
倍
（
七
一
・
五
対
二
八
・
五
）
と
い
う
意
識
差
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
、
地
域
別
に
、
女
性
の
「
政
策
型
し
投
票
行
動
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
革
新
政
党
支
持
の
女
性
の
政
治
意

識
を
保
守
政
党
支
持
の
女
性
の
そ
れ
に
比
較
す
れ
ば
、
男
性
の
場
合
よ
り
も
そ
の
較
差
は
大
き
い
と
い
え
る
に
し
て
も
、
女
性
の
政
治
意
識
そ

の
も
の
は
必
ず
し
も
高
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
僅
か
に
特
定
の
年
令
層
に
の
み
革
新
政
党
支
持
者
を
見
出
し
得
る
に
す
ぎ
な
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い
地
域
が
あ
っ
た
り
（
た
と
え
ば
、
西
桜
島
村
に
お
い
て
は
、
三
〇
才
台
に
の
み
見
ら
れ
る
が
如
き
で
あ
る
）
、
革
新
政
党
支
持
者
に
し
て
「
政

策
型
」
ま
た
は
「
政
策
＋
人
物
型
」
を
と
ら
ず
、
「
人
物
型
」
や
「
地
元
型
」
を
と
る
地
域
や
年
令
層
の
女
性
が
相
当
に
見
出
さ
れ
る
と
い
う
事

実
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
右
の
「
政
策
型
」
投
票
行
動
を
通
し
て
分
析
し
た
各
地
域
の
女
性
住
民
の
政
治
意
識
は
、
更
に
、
「
政
策
型
」
と
同
系
列
に
属
す
る
「
政
策
＋

人
物
型
」
（
以
上
の
二
つ
の
投
票
行
動
型
は
、
政
策
的
・
自
意
識
的
行
動
型
と
し
て
、
比
較
的
に
明
確
な
政
治
意
識
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
）
を
併
せ
考
慮
に
入
れ
て
検
討
す
れ
ば
、
よ
り
明
瞭
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
観
点
か
ら
地
域
別
に
検
討
す
る
と
、

　イ
　
阿
久
根
市
の
場
合
、
二
〇
才
台
で
は
、
革
新
政
党
支
持
者
に
お
い
て
は
五
九
・
二
％
（
「
政
策
型
」
三
六
・
五
％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」
二
二

（
・
七
％
）
が
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
の
に
対
し
て
、
保
守
政
党
支
持
者
は
僅
か
に
一
三
・
五
％
（
「
政
策
型
」
五
・
四
％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」

八
二
％
）
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、
保
守
・
革
新
両
政
党
支
持
の
女
性
の
政
治
意
識
の
較
差
は
、
男
性
の
場
合
よ
り
も
大
き
い
（
男
性
－
六
一

・
一
％
対
一
六
・
七
％
）
。
し
か
し
、
同
一
政
党
支
持
の
場
合
に
お
い
て
は
、
保
守
・
革
新
い
ず
れ
の
政
党
に
お
い
て
も
、
男
性
の
政
治
意
識
が

女
性
の
そ
礼
よ
り
も
明
確
で
あ
る
こ
と
は
、
右
の
数
字
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
〇
才
台
〔
革
新
－
五
八
・
四
％
（
「
政
策
型
」
三

三
・
四
％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」
二
五
・
○
％
）
、
保
守
ー
三
一
・
七
％
（
「
政
策
型
」
九
・
八
％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」
一
二
・
九
％
）
〕
お
よ
び
四

〇
才
台
に
お
い
て
も
、
両
政
党
支
持
者
の
意
識
差
は
顕
著
で
あ
る
が
、
四
〇
才
台
で
は
、
両
政
党
支
持
者
共
に
政
策
的
に
行
動
す
る
も
の
が
激

減
し
て
い
る
〔
革
新
ー
二
二
・
二
％
（
「
政
策
型
」
・
「
政
策
＋
人
物
型
」
共
に
二
・
一
％
）
、
保
守
ー
九
・
四
％
（
「
政
策
型
」
六
・
三
％
、

「
政
策
＋
人
物
型
」
三
こ
％
）
〕
。
こ
れ
に
対
し
て
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
、
革
新
政
党
支
持
者
は
全
員
が
こ
の
種
の
投
票
行
動
を
と
る
（
「
政

策
型
」
・
「
政
策
＋
人
物
型
」
共
に
五
〇
・
○
％
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
守
政
党
支
持
者
の
場
合
は
、
僅
か
に
一
五
・
九
％
（
「
政
策
型
」
一

二
・
七
％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」
三
・
二
％
）
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
故
に
、
当
市
の
女
性
の
場
合
は
、
保
守
・
革
新
の
い
ず
れ
を
問
は

ず
、
四
〇
才
台
の
政
治
意
識
が
最
も
低
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
年
令
層
の
女
性
に
し
て
非
政
策
的
な
投
票
行
動

を
と
る
者
が
、
保
守
政
党
支
持
者
に
お
い
て
七
五
・
○
％
（
「
人
物
型
」
一
五
・
六
％
、
「
地
元
型
」
四
〇
・
六
％
、
「
人
物
＋
地
元
型
」
一
八
・
八
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％
）
、
革
新
政
党
支
持
者
に
お
い
て
七
七
・
八
％
（
「
人
物
型
」
六
六
・
七
％
、
「
地
元
型
」
工
・
一
％
ー
「
地
元
型
」
を
と
る
革
新
政
党
支
持
者
は
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
に
は
な
し
）
と
い
う
驚
異
的
な
高
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
証
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ロ
　
横
川
町
の
場
合
、
革
新
政
党
支
持
者
は
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

ず
れ
の
年
令
層
を
問
は
ず
（
た
だ
し
、
三
〇
才
台
に
は
該
当
者
な
し
）
、
全
員
が
「
政
策
型
」
ま
た
は
「
政
策
＋
人
物
型
」
投
票
行
動
を
と
っ
て
い
る
（
二
〇
才

台
ー
「
政
策
＋
人
物
型
」
の
み
、
四
〇
才
台
ー
「
政
策
型
」
・
「
政
策
＋
人
物
型
」
共
に
五
〇
・
○
％
、
五
〇
才
以
上
台
1
「
政
策
型
」
の
み
）
の
に
対
し
て
、
保
守

政
党
支
持
者
は
、
二
〇
才
台
で
三
三
・
三
％
（
「
政
策
型
」
の
み
）
、
三
〇
才
台
で
二
二
・
二
％
（
「
政
策
型
」
・
「
政
策
＋
人
物
型
」
共
に
二
・
一
％
）

四
〇
才
台
で
四
二
・
八
％
（
「
政
策
型
ヒ
四
・
二
％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」
二
八
・
六
％
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
四
二
・
九
％
（
「
政
策
型
」
二
八
・

六
％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」
一
四
二
二
％
）
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
町
女
性
の
政
治
意
識
も
、
男
性
の
場
合
と
同
じ
く
、
他
地
域
の
女
性
の

政
治
意
識
よ
り
も
相
当
に
優
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
女
性
の
場
合
で
も
、
革
新
政
党
支
持
者
の
政
治
意
識
は

保
守
政
党
支
持
者
の
そ
れ
に
対
し
て
は
る
か
に
明
確
で
あ
る
こ
と
と
、
保
守
政
党
支
持
の
女
性
の
政
治
意
識
は
、
男
性
の
場
合
と
は
異
っ
て
、

三
〇
才
台
お
よ
び
四
〇
才
台
に
お
い
て
低
く
（
三
〇
才
台
ー
「
政
策
型
」
一
一
・
一
％
、
四
〇
才
台
1
「
政
策
型
」
一
四
・
二
％
）
、
二
〇
才
台

と
五
〇
才
以
上
台
（
若
年
層
と
高
年
層
）
に
お
い
て
高
い
（
二
〇
才
台
1
「
政
策
型
」
三
三
・
三
％
、
五
〇
才
以
上
台
1
「
政
策
型
」
二
八
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
％
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ハ
　
大
隅
町
の
場
合
、
革
新
政
党
支
持
者
は
、
二
十
才
台
お
よ
び
四
〇
才
台
で
は
各
々
七
五
・
○
％
（
二
〇
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

台
ー
「
政
策
型
」
ち
政
策
＋
人
物
型
」
共
に
三
七
・
五
％
、
四
〇
才
台
1
「
政
策
型
」
二
五
・
○
％
、
「
政
策
＋
人
物
型
」
五
〇
・
○
％
）
、
三
〇

才
台
お
よ
び
五
〇
才
以
上
台
で
は
全
員
が
こ
の
種
の
投
票
行
動
を
と
り
（
三
〇
才
台
・
五
〇
才
以
上
台
共
に
「
政
策
型
」
三
三
・
三
％
、
「
政
策

＋
人
物
型
」
六
六
・
七
％
）
、
年
令
層
に
よ
る
政
治
意
識
の
格
別
な
差
異
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
保
守
政
党
支
持
者
は
、
二
〇
才
台

で
は
僅
か
に
六
・
二
％
（
「
政
策
＋
人
物
型
」
の
み
で
あ
る
こ
と
に
注
意
）
、
三
〇
才
台
で
は
三
三
・
三
％
（
「
政
策
型
」
一
三
・
三
％
、
「
政
策
＋
人

物
型
」
二
〇
・
O
％
）
、
四
〇
才
台
で
は
一
五
・
四
％
（
「
政
策
型
」
・
「
政
策
＋
人
物
型
」
共
に
七
・
七
％
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
二
丁
○
％
（
「
政

策
型
」
・
「
政
策
＋
人
物
型
」
共
に
一
〇
・
五
％
）
と
い
う
低
率
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
各
年
令
層
共
、
保
守
政
党
支
持
者
の
政
治
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
革
新
政
党
支
持
者
の
そ
れ
に
比
し
て
は
る
か
に
低
迷
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
二
　
西
桜
島
村
の
場
合
、
革
新
政
党
支
持
者
は
三
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○
才
台
に
の
み
見
ら
れ
、
そ
の
全
員
が
「
政
策
型
」
投
票
行
動
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
保
守

政
党
支
持
者
に
し
て
「
政
策
型
」
お
よ
び
「
政
策
＋
人
物
型
」
投
票
行
動
を
と
る
者
は
、
二
〇
才
台
で
三
三
二
二
％
（
「
政
策
＋
人
物
型
」
の

み
）
、
三
〇
才
台
で
一
〇
・
○
％
（
「
政
策
＋
人
物
型
」
の
み
）
、
四
〇
才
台
で
二
五
・
○
％
（
「
政
策
型
」
の
み
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
三
三
・

三
％
（
「
政
策
型
」
二
〇
・
○
％
、
　
「
政
策
＋
人
物
型
」
一
三
・
三
％
）
で
あ
る
か
ら
、
当
村
の
保
守
政
党
支
持
の
女
性
の
政
治
意
識
が
い
か

に
低
調
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
最
早
説
明
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
か
か
る
事
実
は
、
後
に
検
討
す
る
彼
女
等
の
非
政
策
的

投
票
行
動
の
分
析
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
ホ
　
南
種
子
町
の
場
合
、
革
新
政
党
支
持
者
は
、
二
〇
才
台
で
は
全
員
が
「
政
策
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

人
物
型
」
を
、
三
〇
才
台
で
は
全
貝
が
「
政
策
型
」
を
と
り
、
四
〇
才
台
で
は
「
政
策
＋
人
物
型
」
を
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
「
政
策
型
」
を
、

各
々
三
三
・
三
％
宛
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
保
守
政
党
支
持
者
は
、
二
〇
才
台
で
は
三
六
・
四
％
（
「
政
策
型
」
・
「
政
策
＋
人
物

型
」
共
に
一
八
・
二
％
）
、
三
〇
才
台
で
は
二
七
・
三
％
（
「
政
策
型
」
の
み
）
、
四
〇
才
台
で
は
三
三
・
四
％
（
「
政
策
＋
人
物
型
」
の
み
）

五
〇
才
以
上
台
で
は
一
三
・
三
％
（
政
策
型
」
の
み
）
を
占
め
て
い
る
6
従
っ
て
、
当
町
の
女
性
に
お
い
て
も
、
革
新
政
党
支
持
者
の
政
治
意

識
が
保
守
政
党
支
持
者
の
そ
れ
よ
り
も
明
確
で
あ
り
、
か
か
る
傾
向
は
特
に
二
〇
才
台
お
よ
び
三
〇
才
台
に
お
い
て
著
し
い
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
四
〇
才
台
に
お
い
て
は
、
保
守
政
党
支
持
の
女
性
の
政
治
意
識
は
、
革
新
政
党
支
持
の
女
性
の
そ
れ
に
劣
る
も
の
で
は
た

い
こ
と
、
従
っ
て
、
後
者
の
政
治
意
識
は
高
年
層
に
お
い
て
著
し
く
低
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
次
に
、
政
治
意
識
の
曖
昧
さ
や
低
劣
さ
を
直
接
に
反
映
す
る
「
地
元
型
」
お
よ
び
「
人
物
＋
地
元
型
」
の
投
票
行
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、

革
新
政
党
支
持
の
女
性
に
し
て
こ
の
種
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
、
阿
久
根
市
の
四
〇
才
台
ー
「
地
元
型
」
　
（
二
・
一
％
）
を
と
る
ー
の
み

で
あ
る
が
、
保
守
政
党
支
持
の
女
性
の
場
合
は
、
い
ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
ま
た
す
べ
て
の
年
令
層
を
通
じ
て
、
こ
の
種
の
非
政
策
的
な

地
元
意
識
に
基
づ
く
投
票
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
な
お
、
か
か
る
型
の
最
高
率
を
占
め
る
地
域
と
年
令
層
は
阿
久
根
市
の
四
〇
才
台
で
、
そ
の

約
六
割
（
「
地
元
型
」
四
〇
・
六
％
、
　
「
人
物
＋
地
元
型
」
一
八
・
八
％
）
が
こ
の
種
の
投
票
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最
低
率
を
示
し

て
い
る
地
域
と
年
令
層
は
大
隅
町
の
二
〇
才
台
で
、
一
二
・
四
％
（
「
地
元
型
」
・
「
人
物
＋
地
元
型
」
共
に
六
・
二
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
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右
の
事
実
は
、
保
守
政
党
支
持
の
本
県
民
に
は
、
性
別
を
問
は
ず
、
な
お
依
然
と
し
て
、
相
当
に
根
深
い
閉
鎖
的
な
地
元
意
識
や
地
元
利
益
を

軸
と
す
る
候
補
者
と
の
腐
縁
を
絶
切
れ
な
い
封
建
性
が
残
存
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
、
自
主
的
な
政
治
意
識
に
目
ざ
め
る
努
力
と
忍
耐

が
望
ま
し
い
。

　
こ
れ
を
更
に
地
域
別
且
つ
具
体
的
に
み
る
ー
た
だ
し
、
革
新
政
党
支
持
の
女
性
に
し
て
こ
の
種
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
、
既
に
指
摘
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
久
根
市
の
四
〇
才
台
の
み
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
保
守
政
党
支
持
の
女
性
の
み
に
つ
い
て
考
察
す
る
ー
と
、
イ
　
阿
久
根
市
の
場
合
、
二

〇
才
台
で
は
三
五
こ
％
（
「
地
元
型
」
一
六
・
二
％
、
「
人
物
＋
地
元
型
」
一
八
・
九
％
）
、
三
〇
才
台
で
は
四
三
・
九
％
（
「
地
元
型
」
・

「
人
物
＋
地
元
型
」
共
些
二
・
九
％
）
、
四
〇
才
台
で
は
五
九
・
四
％
（
「
地
元
型
」
四
〇
・
六
％
、
　
「
人
物
＋
地
元
型
」
一
八
・
八
％
）
、

五
〇
才
以
上
台
で
は
四
六
・
○
％
（
「
地
元
型
」
三
三
・
三
％
、
　
「
人
物
＋
地
元
型
」
一
二
・
七
％
）
と
い
う
率
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
当
市
の
保
守
政
党
支
持
の
女
性
は
、
そ
の
三
・
五
割
乃
至
六
割
と
い
う
多
数
者
が
、
前
述
の
地
元
意
識
や
地
元
利
益
を
動
機
に
し
て
投

票
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
か
か
る
事
実
は
彼
女
等
の
政
治
意
識
の
曖
昧
な
こ
と
を
直
接
に
表
徴
す
る
と
考
え
て
よ
い
。
特
に
、
当
市
に
お

い
て
は
、
前
に
挙
げ
た
革
新
政
党
支
持
者
の
場
合
も
含
め
て
、
四
〇
才
台
の
女
性
の
政
治
意
識
が
低
劣
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
か
か
る
近
視
眼
的
な
非
政
策
的
動
機
に
基
づ
く
投
票
行
動
は
、
当
市
の
み
に
見
ち
れ
る
特
異
な
現
象
で
は
な
く
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

保
守
政
党
支
持
者
の
場
合
は
、
む
し
ろ
一
般
的
且
つ
特
徴
的
な
現
象
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の
各
地
域
に
お
け
る
こ
の
種
の
投
票
行
動
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分
析
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
ロ
　
横
川
町
の
場
合
、
二
〇
才
台
で
は
三
三
・
四
％
（
「
地
元
型
」
の
み
）
、
三
〇
才
台
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

二
二
・
二
％
（
「
入
物
＋
地
元
型
」
の
み
）
、
四
〇
才
台
で
は
二
八
・
六
％
（
「
人
物
＋
地
元
型
」
の
み
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
一
四
・
三

％
（
「
地
元
型
」
）
を
示
し
、
の
　
大
隅
町
の
場
合
、
二
〇
才
台
で
は
一
二
・
四
％
（
「
地
元
型
」
・
「
入
物
＋
地
元
型
」
共
に
六
・
二
％
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
低
率
）
、
三
〇
才
台
で
は
三
三
・
三
％
（
「
地
元
型
」
二
二
・
三
％
、
　
「
人
物
＋
地
元
型
」
二
〇
・
○
％
）
、
四
〇
才
台
で
は
五
三
・
八
％

（
「
地
元
型
」
七
・
七
％
、
　
「
人
物
＋
地
元
型
」
四
六
・
一
％
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
三
六
・
八
％
（
「
地
元
型
」
二
一
．
○
％
、
　
「
人
物

＋
地
元
型
」
一
五
・
八
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
当
町
に
お
い
て
も
、
四
〇
才
台
の
女
性
の
政
治
意
識
が
、
二
〇
才
台
の
女
性
の
そ
れ
と
な
ら
ん
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で
極
め
て
低
い
（
二
〇
才
台
で
は
「
人
物
型
」
を
と
る
者
が
八
一
・
四
％
と
い
う
高
率
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
⇒
　
西
桜
島
村
の
場
合
、
二
〇
才
台
で
は
二
五
・
O
％
（
「
地
元
型
」
八
・
三
％
、
「
人
物
＋
地
元
型
」
一
六
・
七
％
）
、
　
三
〇
才
台

　
　
　
（

で
は
三
〇
・
○
％
（
「
人
物
＋
地
元
型
」
の
み
）
、
四
〇
才
台
で
は
三
七
・
五
％
（
「
人
物
＋
地
元
型
」
の
み
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
二
二
．
三

％
（
「
人
物
＋
地
元
型
」
の
み
）
を
占
め
、
ホ
　
南
種
子
町
の
場
合
、
二
〇
才
台
で
は
三
六
・
四
％
（
「
地
元
型
」
九
・
○
％
、
「
人
物
＋
地
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

型
」
二
七
・
四
％
）
、
三
〇
才
台
で
は
二
七
・
二
％
（
「
地
元
型
」
九
・
○
％
、
　
「
人
物
＋
地
元
型
」
一
八
・
二
％
）
、
四
〇
才
台
で
は
二
二

・
二
％
（
「
地
元
型
」
・
「
人
物
＋
地
元
型
」
共
に
一
一
・
一
％
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
三
三
・
三
％
（
「
地
元
型
」
二
〇
．
○
％
、
　
「
人

物
＋
地
元
型
」
一
三
・
三
％
）
と
い
う
実
態
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
、
政
治
意
識
の
最
も
曖
昧
で
あ
る
が
故
に
示
す
投
票
行
動
型
と
し
て
の
「
D
・
K
型
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
革
新
政
党
支
持
の
女

性
に
し
て
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
、
阿
久
根
市
の
二
〇
才
台
（
四
・
五
％
）
に
見
出
し
得
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
保

守
政
党
支
持
の
女
性
に
し
て
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
、
横
川
町
の
二
〇
才
台
・
三
〇
才
台
お
よ
び
五
〇
才
以
上
台
と
大
隅
町
の
二
〇

才
台
を
除
い
て
、
各
地
域
・
各
年
令
層
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
を
地
域
別
且
つ
具
体
的
に
検
討
す
る
と
、
イ
　
阿
久
根
市
の
場
合
、
三
〇
才
台
に
お
い
て
は
僅
か
に
七
・
四
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

政
治
意
識
の
全
然
曖
昧
な
者
の
比
較
的
に
少
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
他
の
年
令
層
に
お
い
て
は
、
三
〇
才
台
に
対
し
て
大
体
二
倍
程
度
の

「
D
・
K
型
」
が
存
在
し
て
い
る
。
即
ち
、
二
〇
才
台
で
は
一
八
・
九
％
（
四
・
五
％
1
以
下
括
孤
内
数
字
は
革
新
政
党
支
持
者
の
％
を
示
す
）

四
〇
才
台
で
は
一
五
・
六
％
（
0
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
一
九
・
一
％
（
0
）
と
い
う
よ
う
に
、
各
年
令
層
が
殆
ん
ど
均
衡
し
て
い
る
。

ロ
　
横
川
町
の
場
合
、
二
〇
才
台
、
三
〇
才
台
お
よ
び
五
〇
才
以
上
台
に
は
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
な
く
、
単
に
四
〇
才
台
に
お
い

（て
一
四
・
三
％
（
O
）
を
見
出
し
得
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
町
の
女
性
の
政
治
意
識
が
、
保
守
・
革
新
い
ず
れ
の
政
党
支
持
者
で
あ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
般
的
に
明
確
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ハ
　
大
隅
町
の
場
合
、
二
〇
才
台
に
お
い
て
は
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

は
な
い
が
、
三
〇
才
台
で
は
二
六
・
七
％
（
0
）
と
い
う
高
率
を
占
め
、
四
〇
才
台
で
は
七
・
七
％
（
0
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
一
〇
・
五
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％
（
0
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
町
の
保
守
政
党
支
持
の
女
性
は
、
二
〇
才
台
を
例
外
と
し
て
、
政
治
意
識
の
極
め
て
低
劣
な
分

子
を
各
年
令
層
共
に
含
ん
で
い
る
か
ら
、
彼
女
等
の
政
治
意
識
は
、
革
新
政
党
支
持
の
女
性
の
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
劣
る
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
二
　
西
桜
島
村
の
場
合
、
二
〇
才
台
で
は
一
六
・
七
％
（
0
）
、
三
〇
才
台
で
は
一
〇
・
○
％
（
O
）
、
四
〇
才
台
で
は
一
二
・

　
　
　
　
　
（

五
％
（
0
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
二
〇
・
○
％
（
O
）
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
こ
と
は
、
当
村
の
保
守
政
党
支
持
の

女
性
は
、
若
年
層
と
高
年
層
に
お
い
て
特
に
無
意
識
的
な
投
票
行
動
を
と
る
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ホ
　
南
種
子
町
の
場
合
、
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

才
台
で
は
九
・
○
％
（
0
）
、
三
〇
才
台
で
は
一
八
・
二
％
（
0
）
、
四
〇
才
台
で
は
二
・
三
％
（
0
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
二
〇
・
○

％
（
0
）
と
い
う
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
年
令
層
に
お
い
て
も
、
無
定
見
な
投
票
行
動
を
と
り
、
　
「
選
挙
」
の
意
義
を
解
し
な
い
分
子
が
、
保
守

政
党
支
持
者
に
は
存
在
し
て
い
る
が
、
革
新
政
党
支
持
者
に
は
か
か
る
分
子
は
皆
無
で
あ
る
か
ら
、
前
者
の
政
治
意
識
は
後
者
の
そ
れ
に
相
当

以
上
に
立
遅
れ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
右
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
保
守
政
党
支
持
の
女
性
の
政
治
意
識
は
、
革
新
政
党
支
持
の
女
性
の
そ
れ
に
比
較
し
て
、
全
般
的
に
低

劣
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
し
か
し
、
同
時
に
、
革
新
政
党
支
持
の
女
性
の
中
に
、
候
補
者
個
人
の
人
物
や
政
見
を
投
票
の
動
機
に

選
定
し
た
者
が
少
な
か
ら
ず
い
る
と
い
う
事
実
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
革
新
政
党
支
持
の
女
性
に
し
て
「
人
物
型
」
投
票

行
動
を
と
る
者
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
彼
女
等
の
政
治
意
識
も
決
し
て
純
粋
に
政
治
的
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
、
男
性
の
場
合
に
も

触
れ
た
よ
う
に
、
代
議
制
民
主
政
の
発
展
に
関
し
て
の
重
要
な
問
題
を
提
供
し
て
い
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
か
か
る
「
人
物
型
」
投
票
行
動
の
実
態
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
地
域
別
に
み
る
と
、
イ
　
阿
久
根
市
の
場
合
、
保
守
・
革
新
両
政
党
支
持
者
の

占
め
る
百
分
比
は
、
二
〇
才
台
で
は
保
守
政
党
支
持
者
の
そ
れ
が
梢
々
高
い
（
五
四
・
四
対
四
五
・
六
）
が
、
三
〇
才
台
で
は
革
新
政
党
支
持

者
が
約
二
倍
（
二
二
・
七
対
四
四
・
二
）
、
四
〇
才
台
で
は
四
倍
強
（
コ
・
八
対
五
〇
・
四
）
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
五
〇
才
以
上
台

の
革
新
政
党
支
持
者
に
は
、
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
皆
無
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
全
員
が
政
策
的
な
動
機
に
基
づ
い
て
行
動
し
て
い

る
（
「
政
策
型
」
・
「
政
策
＋
人
物
型
」
共
に
五
〇
・
○
％
）
。
従
っ
て
、
当
市
の
革
新
政
党
支
持
の
女
性
の
中
、
五
〇
才
以
上
台
の
女
性
の
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政
治
意
識
は
明
確
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
他
の
年
令
層
の
女
性
の
そ
れ
は
必
ず
し
も
明
確
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
特
に
、
二
〇

才
台
に
は
「
D
・
K
型
」
を
と
る
者
が
あ
り
、
ま
た
四
〇
才
台
に
は
「
地
元
型
」
を
と
る
者
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
か
か
る
推
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ノ

は
愈
々
動
か
し
難
い
も
の
に
な
る
筈
で
あ
る
。
ロ
　
横
川
町
の
場
合
、
革
新
政
党
支
持
者
に
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
、
男
性
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

と
同
様
に
皆
無
で
、
全
員
が
政
策
的
な
投
票
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
当
町
の
革
新
政
党
支
持
の
女
性
の
政
治
意
識
も
明
確
且
2
局
い

と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
保
守
政
党
支
持
者
の
場
合
は
、
す
べ
て
の
年
令
層
に
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
が
相
当
数
い

る
（
二
〇
才
台
ー
三
三
・
三
％
、
三
〇
才
台
ー
五
五
・
六
％
、
四
〇
才
台
i
一
四
・
三
％
、
五
〇
才
以
上
台
ー
四
二
・
八
％
）
の
で
、
保
守
政

党
支
持
の
女
性
の
政
治
意
識
は
、
決
し
て
明
確
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
、
四
〇
才
台
に
お
い
て
は
、
　
「
入
物
型
」
を
と
る
者
が
他
の
年

令
層
に
比
べ
て
少
い
よ
う
で
あ
る
が
、
彼
女
等
の
中
に
は
、
他
の
年
令
層
に
は
見
出
し
得
な
い
「
D
・
K
型
」
を
と
る
者
が
一
四
・
三
％
も
い

る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ひ
　
大
隅
町
の
場
合
、
三
〇
才
台
お
よ
び
五
〇
才
以
上
台
で
は
、
革
新
政
党
支
持
者
に
し
て
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
な
く
、
全
員
が
「
政
策
型
」
ま
た
は
「
政
策
＋
人
物
型
」
を
と
る
の
で
、
彼
女
等
の
政
治
意
識
は
確
実
な
も
の

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
二
〇
才
台
で
は
、
保
守
・
革
新
の
割
合
は
前
者
が
後
者
の
三
倍
強
（
三
九
・
四
対
一
二
二
）
と
な
っ

て
お
り
、
ま
た
四
〇
才
台
に
お
い
て
も
両
者
の
較
差
は
僅
少
で
あ
る
　
（
保
守
ー
四
八
・
O
、
　
革
新
i
五
二
・
○
）
の
で
、
こ
れ
ら
の
年
令
層

に
お
い
て
も
、
革
新
政
党
支
持
者
の
政
治
意
識
が
保
守
政
党
支
持
者
の
そ
れ
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
こ
と
は
、

二
〇
才
台
の
保
守
政
党
支
持
者
は
、
そ
の
八
割
以
上
が
こ
の
型
の
投
票
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
四
〇
才
台
の
保
守
政
党
支
持
者
の

中
に
は
、
非
政
策
的
な
投
票
行
動
を
と
る
者
が
七
六
・
九
％
（
「
人
物
型
」
二
三
二
％
、
　
「
地
元
型
」
七
・
七
％
、
　
「
人
物
＋
地
元
型
」
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
・
一
％
）
も
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
二
　
西
桜
島
村
の
場
合
、
男
性
の
場
合
と
異
っ
て
、
革

新
政
党
支
持
（
三
〇
才
台
に
の
み
認
め
ら
れ
る
）
に
し
て
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
皆
無
で
あ
り
、
全
員
が
「
政
策
型
」
を
と
る
の
に
対

し
て
、
保
守
政
党
支
持
者
の
場
合
は
、
い
ず
れ
の
年
令
層
に
も
、
し
か
も
相
当
数
存
在
す
る
（
二
〇
才
台
ー
二
五
・
○
％
、
三
〇
才
台
ー
五
〇

・
O
％
、
四
〇
才
台
－
二
五
・
O
％
、
五
〇
才
以
上
台
i
三
三
・
四
％
）
の
で
、
前
者
の
政
治
意
識
は
、
後
者
の
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
と
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い
う
べ
き
で
あ
る
。
ホ
　
南
種
子
町
の
場
合
、
二
〇
才
台
お
よ
び
三
〇
才
台
に
お
い
て
は
、
革
新
政
党
支
持
者
に
し
て
こ
の
型
の
投
票
行
動
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（

と
る
者
は
な
く
、
全
員
が
政
策
的
な
動
機
に
基
づ
く
投
票
行
動
を
と
る
の
に
対
し
て
、
保
守
政
党
支
持
者
は
、
二
〇
才
台
で
は
一
八
・
二
％
、

三
〇
才
台
で
は
二
七
・
三
％
が
こ
の
型
を
と
り
、
し
か
も
、
　
「
人
物
型
」
以
外
の
「
非
政
策
型
」
お
よ
び
「
D
・
K
型
」
を
、
両
年
令
層
共
に

四
五
・
四
％
と
い
う
高
率
を
占
め
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
年
令
層
に
お
い
て
は
、
革
新
政
党
支
持
者
の
政
治
意
識
は
極
め
て
確
実
で
あ
る
と
同
時

に
、
保
守
政
党
支
持
者
の
そ
れ
に
は
る
か
に
優
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
四
〇
才
台
お
よ
び
五
〇
才
以
上
台
に
お
い
て
は
、
「
人
物

型
」
の
み
を
分
析
す
れ
ば
、
革
新
政
党
支
持
者
の
保
守
政
党
支
持
者
に
対
し
て
占
め
る
割
合
は
、
い
ず
れ
も
二
倍
（
六
六
・
七
対
三
三
・
三
）

で
あ
る
が
、
保
守
政
党
支
持
者
は
、
　
「
人
物
型
」
以
外
の
「
非
政
策
型
」
や
「
D
・
K
型
」
の
投
票
行
動
を
、
三
〇
才
台
に
お
い
て
三
三
・
三

％
、
四
〇
才
台
に
お
い
て
五
三
・
三
％
も
と
っ
て
い
る
か
ら
、
保
守
政
党
支
持
者
は
、
非
政
策
的
投
票
行
動
お
よ
び
無
意
識
的
投
票
行
動
を
、

四
〇
才
台
に
お
い
て
六
六
・
六
％
、
五
〇
才
以
上
台
に
お
い
て
八
六
・
七
％
と
い
う
多
数
者
が
と
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら

の
年
令
層
の
場
合
で
も
、
革
新
政
党
支
持
者
の
政
治
意
識
に
対
し
て
は
劣
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
年
令
層
の
革
新
政
党
支
持

者
は
、
い
ず
れ
も
六
六
・
七
％
と
い
う
高
率
の
「
人
物
型
」
投
票
行
動
を
と
る
者
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
女
等
の
政
治
意
識
は
決

し
て
明
確
で
あ
る
と
は
い
い
得
な
い
の
み
で
な
く
、
若
年
層
の
革
新
政
党
支
持
者
の
そ
れ
に
対
し
て
も
は
る
か
に
劣
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
支
持
政
党
不
明
の
女
性
の
政
治
意
識
を
検
討
す
る
と
、
先
ず
、
こ
の
種
の
女
性
の
と
る
「
D
・
K
型
」
投
票
行
動
は
、
男
性
の
場

合
と
全
然
同
じ
く
、
い
ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
ま
た
す
べ
て
の
年
令
層
を
通
じ
て
、
革
新
政
党
支
持
者
の
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
保

守
政
党
支
持
者
の
投
票
行
動
を
は
る
か
に
上
回
る
こ
と
を
指
摘
し
得
る
。
即
ち
、
保
守
政
党
支
持
者
の
と
る
「
D
・
K
型
」
投
票
行
動
の
最
高

率
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
大
隅
町
の
三
〇
才
台
の
占
め
る
二
六
・
七
％
で
あ
る
が
、
支
持
政
党
不
明
者
の
と
る
「
D
・
K
型
」
は
、
そ

の
最
低
率
で
さ
え
も
三
七
・
五
％
（
阿
久
根
市
の
五
〇
才
以
上
台
）
を
示
し
て
い
る
の
み
で
な
く
、
全
員
が
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
示
す
地
域

や
年
令
層
も
少
く
な
い
。
し
か
も
、
女
性
の
支
持
政
党
不
明
者
は
、
男
性
の
場
合
よ
り
は
る
か
に
多
数
存
在
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

っ
て
（
阿
久
根
市
で
は
、
両
性
共
に
、
ま
た
各
年
令
層
に
該
当
者
が
あ
る
が
、
横
川
町
で
は
、
男
性
に
は
該
当
者
な
く
、
女
性
の
五
〇
才
以
上
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台
に
該
当
者
が
あ
る
。
大
隅
町
で
は
、
男
性
の
場
合
は
二
〇
才
台
に
の
み
該
当
者
が
あ
る
が
、
女
性
の
場
合
は
二
〇
才
台
と
五
〇
才
以
上
台
に

該
当
者
が
あ
る
。
西
桜
島
村
で
は
、
男
性
は
五
〇
才
以
上
台
に
の
み
該
当
者
が
あ
る
が
、
女
性
は
五
〇
才
以
上
台
に
該
当
者
が
な
い
の
み
で
あ

る
。
南
種
子
町
で
は
、
男
性
は
三
〇
才
台
に
の
み
該
当
者
が
あ
る
が
、
女
性
は
二
〇
才
台
と
五
〇
才
以
上
台
に
該
当
者
が
あ
る
）
、
か
か
る
多
数
の

支
持
政
党
不
明
の
女
性
が
、
前
に
述
べ
た
同
じ
く
支
持
政
党
不
明
の
男
性
と
同
様
の
無
意
識
的
な
政
治
行
動
を
と
る
と
す
れ
ば
、
代
議
制
政
党
政

治
は
愈
々
独
裁
へ
の
道
程
を
速
め
る
危
険
性
が
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
、
　
「
D
・
K
型
」
投
票
行
動
を
と
る
各
地
域
の
女
性
住
民
全
体
に
対
し
て
、
支
持
政
党
不
明
の
女
性
の
占
め
る
割
合
を
地
域
別
に
み

る
と
、
イ
　
阿
久
根
市
の
場
合
、
二
〇
才
台
に
は
こ
の
型
を
と
る
者
は
な
い
（
全
員
が
「
人
物
＋
地
元
型
」
を
と
る
）
が
、
三
〇
才
台
で
は
八

　
　
　
（

七
・
一
（
保
守
ー
一
二
・
九
、
革
新
1
0
）
、
四
〇
才
台
で
は
七
六
・
二
（
保
守
ー
二
三
・
八
、
革
新
ー
6
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
六
六
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
（
保
守
ー
三
三
・
七
、
革
新
し
O
）
と
い
う
著
し
い
高
率
を
示
し
て
い
る
。
ロ
　
横
川
町
の
場
合
、
五
〇
才
以
上
台
に
支
持
政
党
不
明
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
出
し
得
る
が
、
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
る
者
は
皆
無
で
、
全
員
が
「
人
物
型
」
を
と
っ
て
い
る
。
い
大
隅
町
の
場
合
、
二
〇
才
台
の
支

持
政
党
不
明
者
は
全
員
が
「
人
物
型
」
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
五
〇
才
以
上
台
の
支
持
政
党
不
明
者
は
、
そ
の
五
割
（
他
の
五
割

は
「
地
元
型
」
を
と
る
）
が
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
っ
て
い
る
が
、
そ
の
割
合
は
八
二
・
六
（
保
守
！
一
七
・
四
、
革
新
ー
O
）
と
い
う
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　

率
を
示
し
て
い
る
。
二
　
西
桜
島
村
の
場
合
、
各
年
令
層
の
支
持
政
党
不
明
者
全
員
が
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
っ
て
い
る
が
、
そ
の
割
合
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（

二
〇
才
台
で
は
八
五
・
七
（
保
守
ー
一
四
・
三
、
革
新
ー
0
）
、
三
〇
才
台
で
は
九
〇
・
九
（
保
守
ー
九
二
、
革
新
ー
0
）
、
四
〇
才
台
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
八
八
・
九
（
保
守
－
二
・
一
、
革
新
ー
O
）
と
い
う
よ
う
に
、
驚
異
的
な
比
率
を
占
め
て
い
る
。
体
　
南
種
子
町
の
場
合
、
二
〇
才
台
お

よ
び
五
〇
才
以
上
台
に
該
当
者
が
あ
り
、
彼
女
等
は
全
員
が
こ
の
型
の
投
票
行
動
を
と
っ
て
い
る
が
、
そ
の
割
合
は
、
二
〇
才
台
で
は
九
一

・
七
（
保
守
f
八
・
三
、
革
新
ー
0
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
八
三
・
三
（
保
守
i
一
六
・
七
、
革
新
ー
0
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
右
の
分
析
で
、
支
持
政
党
不
明
の
女
性
は
、
男
性
の
場
合
と
同
じ
く
、
い
か
に
そ
の
多
数
が
「
D
・
K
型
」
と
い
う
無
意
識
的
な
投
票
行
動

を
と
る
か
、
従
っ
て
、
い
か
に
政
治
に
無
関
心
な
女
性
が
多
い
か
を
判
断
で
き
る
が
、
更
に
、
支
持
政
党
不
明
者
は
、
「
D
・
K
型
」
以
外
の
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投
票
行
動
を
と
る
場
合
で
も
、
例
外
な
く
非
政
策
的
な
投
票
行
動
（
「
人
物
型
」
・
「
地
元
型
」
・
「
人
物
＋
地
元
型
」
等
）
を
と
っ
て
い
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
彼
女
等
の
政
治
意
識
は
全
く
曖
昧
で
あ
る
と
し
か
い
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
男
性
に
対
す
る
啓
蒙
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

女
性
に
対
す
る
政
治
的
訓
練
こ
そ
喫
緊
の
必
要
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
支
持
政
党
不
明
の
女
性
の
と
る
非
政
策
的
な
投
票
行
動
を
地
域
別
に
み
る
と
、
イ
　
阿
久
根
市
の
二
〇
才
台
で
は
全
員
が
「
人
物
＋
地
元
型
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

を
と
り
、
三
〇
才
台
で
は
「
人
物
型
」
と
「
地
元
型
」
を
と
る
者
が
各
二
五
・
O
％
（
「
D
・
K
型
」
五
〇
・
○
％
V
、
四
〇
才
台
で
は
「
人

物
型
」
を
と
る
者
が
五
〇
・
O
％
（
「
D
・
K
型
」
五
〇
・
○
％
）
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
「
人
物
型
」
一
二
・
五
％
、
　
「
地
元
型
」
五
〇
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

O
％
（
「
D
・
K
型
」
三
七
・
五
％
）
を
占
め
て
い
る
。
ロ
　
横
川
町
の
五
〇
才
以
上
台
で
は
全
員
が
「
人
物
型
」
を
と
っ
て
い
る
。
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

大
隅
町
の
二
〇
才
台
で
は
全
員
が
「
人
物
型
」
を
と
っ
て
い
る
が
、
五
〇
才
以
上
台
で
は
　
「
地
元
型
」
を
と
る
者
が
五
〇
・
○
％
（
「
D

・
K
型
」
五
〇
・
○
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
二
　
西
桜
島
村
の
二
〇
才
台
・
三
〇
才
台
お
よ
び
四
〇
才
台
な
ら
び
に
南
種
子
町
の
二
〇
才
台
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

よ
ぴ
五
〇
才
以
上
台
の
女
性
は
、
い
ず
れ
も
全
員
が
「
D
・
K
型
」
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
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